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毎
年
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
の
１
週
間
は
人
権
週
間
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
を
12
月
８

日
に
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
募
集
し
た
人
権
標
語
及
び
人
権
イ
ラ
ス
ト

の
優
秀
作
品
表
彰
式
と
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
講
演
会
を
実
施
。今
年

は
標
語
部
門
に
８
３
５
点
、イ
ラ
ス
ト
部
門
に
２０
点
の
応
募
が
あ
り
、最
優
秀
作
品

は
左
記
の
と
お
り
で
し
た
。ま
た
今
年
は
、標
語「
小
学
生
の
家
族
の
部
」を
新
設

し
、お
家
の
人
と
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
審
査
員
を
代
表
し
て
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
福
田
充
雄
会
長

が「
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん
を
お
招
き
し
、差
別
が
生
ま
れ
る
心
の

弱
さ
や
差
別
を
行
わ
な
い
た
め
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
、随
所
に
お
笑
い
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と

し
て
高
尾
小
に
こ
に
こ
寄
席
の
皆
さ
ん
も
登
場
。素
晴
ら
し
い
落
語
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、今
後
も
継
続
し
て
町
の
人
権
教
育
推

進
の
た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

布
勢
地
区
の
奥
出

雲
多
根
自
然
博
物

館（
多
根
幹
雄
理
事

長
、宇
田
川
和
義
館

長
）が「
日
本
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
２
０
２
４
」で
優

秀
賞
を
受
賞
し
、１

月
１７
日
に
東
京
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
日
本
ツ
ー
リ

ズ
ム・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
」は
、観
光
業
界
の
専
門
紙「
旅

行
新
聞
」が
取
材
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、先
進
性
や
創

意
工
夫
が
見
ら
れ
る
観
光
業
界
の
優
れ
た
取
り
組
み

を
選
出
す
る
も
の
で
す
。

奥
出
雲
多
根
自
然
博
物
館
は
、地
域
に
根
差
し
た

「
暮
ら
せ
る
博
物
館
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、大
自
然
の
中

で
宇
宙
や
生
命
の
神
秘
を
体
感
で
き
る
独
創
的
な
展

示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。館
内
に
は
宿
泊・研
修
施
設
を

備
え
、楽
し
み
学
べ
る
場
で
あ
り
な
が
ら
誰
も
が
安
ら

げ
る
全
国
唯一の
施
設
で
す
。宿
泊
特
典
と
し
て「
ナ
イ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、一
棟
貸
し
の
体
験
交
流
施
設「
奥
出
雲
百
姓

塾
」で
は
、宿
泊
し
な
が
ら
農
業
体
験
や
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

博
物
館
を
拠
点
と
し
た
周
遊
観
光
や
、東
京
の
大
学

か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、食
を
通
し
た
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
さ

れ
て
お
り
、こ
の
度
の
受
賞
を
契
機
に
町
内
外
か
ら一層

親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

奥
出
雲
多
根
自
然
博
物
館

優
秀
賞
受
賞
！

日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
２
０
２
４

おめでとうございます

児童手当の令和６年１０月制度改正
に係る申請はされましたか？

児童手当は０歳～１８歳までの児童を養育する方を対象とした子育て支援金です。

〈申請先〉仁多庁舎こども家庭支援課、横田庁舎税務課
〈お問い合わせ〉こども家庭支援課　電話：54-2504　有線：31-5000（内線5163） 〈町HP〉

詳しくは、町ホームページ
「令和6年10月児童手当制度改正に係る手続きについて」をご覧ください。

令和６年１０月制度改正に係る申請対象者
●所得上限超過等で児童手当の受給資格がなかった方
●中学生年代以下の児童を養育しておらず、高校生年代の児童を養育している方
●大学生年代の子と高校生年代の児童を養育しており、現在中学生以下の児童の分の手当を受給している方
●大学生年代の子と中学生以下の児童を養育しており、現在受給している方

下記対象者に当てはまる方で、まだ申請されていない方は、申請の手続きをしていただきます
ようお願いします。
令和7年3月31日までに申請していただくと10月分からさかのぼって受給できます。
※申請済みの方には12月に支給していますのでご確認ください。
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▲安部ほのかさんの作品

▲表彰される延谷岳さん

▲露の新治さん講演の様子 ▲（左から）露の新治さん、高尾小にこにこ寄席の皆さん

【
イ
ラ
ス
ト
の
部
】

安
部
ほ
の
か
さ
ん

（
横
田
中
３
年
）

あ  

べ

【
標
語
の
部
】

延
谷
岳
さ
ん（
布
勢
小
３
年
）

『
ぼ
く
が
や
さ
し
く
す
る
こ
と
で
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る

や
さ
し
さ
の
う
ん
動
会
』

の
ぶ
た
に
が
く

▲表彰される多根理事長（右）

農業委員会からの
お知らせ

農業委員会からの
お知らせ 農地を相続された方は

「法務局への相続登記」と
「農業委員会への届出」をあわせてお願いします

【お問い合わせ】農業委員会事務局　電話：52-2680　有線：20-4000（内線4333）

②「農地法第３条の３」の届出も忘れずに！

①令和６年４月１日から相続登記が義務化されました

法務局での相続登記が完了したら、農地の場合はさらに農業委員会への届出が必要です。農業委員会の窓口へご来
庁の際は、相続登記済の登記簿謄本など相続したことが確認できる書類をご持参ください。

◆相続人の方は、不動産を相続で取得したことを知った日から３年以内に、相続登記をすることが
法律上義務付けられています。
◆令和６年４月１日より前に相続した不動産も、相続登記がされていないものは、義務化の対象と
なります。（ただし、この場合は３年間の猶予期間がありますので令和９年３月末までに登記をす
る必要があります）
◆正当な理由がないのに、相続登記の申議義務を怠った場合、１０万円以下の過料が課せられる
ことがあります。

〈法務省HP〉

※詳しくは法務省ホームページをご覧ください。
　法務省ホームページ ： 不動産を相続した方へ～相続登記・遺産分割を進めましょう～
　　　　　　　https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00435.html
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